
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要旨 

 全国信用金庫の 2014 年度末の預金残高（除く譲渡性預金）は、前期比３兆 8,813 億円、

3.0％増加し、131 兆 9,415 億円となった。前年度（同 2.5％増）から伸びが加速した。科

目別では、要求払預金が同 5.3％増の 48 兆 3,821 億円、定期性預金が同 1.7％増の 83 兆

1,512 億円となった。 

 貸出金は、前期比１兆 3,748 億円、2.1％増加し、65 兆 8,539 億円となった。前年度（同

1.2％増）から伸びが加速した。科目別では、貸出金の９割弱を占める証書貸付が 2.5％増

と４期連続の増加となった。 

 預貸率は、前期比 0.4％ポイント低下の 49.9％となり、６期連続で前期末を下回った。 

 余資運用資産は、前期比２兆 7,281 億円、3.7％増の 74 兆 5,550 億円となり、４期連続で

年度末残高が貸出金の残高を上回った。 

 店舗数は、7,395 店舗と 16 期連続で減少した。常勤役職員数は、11 万 1,425 人と４期連

続で減少した。会員数は、約 927 万と３期連続の減少となった。 

※ 本稿における計数は、決算補正前の計数を含む速報ベースであるため、今後修正される可

能性がある。 
なお、地区別統計における地区のうち、関東には山梨、長野、新潟を含む。東海は静岡、愛知、岐阜、三重

の４県、九州北部は福岡、佐賀、長崎の３県、南九州は熊本、大分、宮崎、鹿児島の４県である。沖縄県は

全国に含む。 

（図表１）全国信用金庫の預金、貸出金、余資運用資産の推移 

 （単位：億円、％）

預貸率
年度末 期　中 期　中 期　中 期　中 期　中 期　中

増減額 増減率 増減額 増減率 増減額 増減率
2010 1,197,465 23,658 2.0 637,550 △ 4,024 △ 0.6 625,003 29,235 4.9 53.2
2011 1,225,884 28,419 2.3 637,888 337 0.0 658,798 33,795 5.4 52.0
2012 1,248,763 22,878 1.8 636,876 △ 1,012 △ 0.1 689,163 30,365 4.6 51.0
2013 1,280,602 31,839 2.5 644,791 7,915 1.2 718,269 29,105 4.2 50.3

p 2014 1,319,415 38,813 3.0 658,539 13,748 2.1 745,550 27,281 3.7 49.9

預   金   計 貸　出　金　計 余 資 運 用 資 産 計

 

 （備考）１．2014 年度末は速報値  

     ２．預貸率＝貸出金／預金×100 
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１．預金 ～ 要求払預金がけん引して伸びは 3.0％増に加速 

全国信用金庫の 2014 年度末の預金残高（除く譲渡性預金）は、前期比３兆 8,813 億

円増加して、131 兆 9,415 億円となった。伸び率は、同 3.0％増と、２期連続で前期を

上回った。 

科目別にみると、要求払預金は、前

期比 5.3％増の 48兆 3,821億円となり、

2013 年度（同 4.9％増）の伸びを上回

った。また、定期性預金も、同 1.7％

増の 83 兆 1,512 億円となり、2013 年

度（同 1.3％増）を上回る伸びとなっ

た（図表２、３）。 

地区別に預金計の増減率をみると、

全 11 地区で増加した（図表４）。最も

高い伸び率を示した地区は、前期に２

番目であった東海（前期比 4.4％増）

で、前期に最高であった東北（同 3.7％

増）と順位が入れ替わった。 

（図表２）預金科目別増減率の推移 
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（備考）１．月末残高の前年同月比 

２．2015 年３月末は速報値 

      
（図表３）預金増減状況 

（単位：億円、％）

預金計 預金計
要求払 定期性 外貨預金等 要求払 定期性

普通預金 定期預金 定期積金
2013. 3 1,248,763 437,668 389,415 806,621 756,815 49,806 4,472 1.8 3.5 1.0
2014. 3 1,280,602 459,125 407,904 817,509 767,879 49,629 3,967 2.5 4.9 1.3

4 1,295,628 472,361 421,942 821,105 771,617 49,487 2,161 2.5 4.9 1.3
5 1,291,994 465,807 420,265 824,069 775,015 49,053 2,117 2.7 5.2 1.4
6 1,306,075 473,153 424,301 830,716 781,884 48,831 2,205 2.5 4.2 1.6
7 1,301,945 464,606 417,798 835,188 786,682 48,505 2,151 2.6 4.5 1.7
8 1,309,845 471,119 426,437 836,248 787,503 48,745 2,476 2.8 4.8 1.7
9 1,312,556 474,849 424,020 835,387 786,332 49,055 2,320 2.7 4.5 1.7
10 1,309,801 474,994 430,037 832,579 783,350 49,228 2,227 2.6 4.1 1.7
11 1,313,620 478,056 430,286 833,542 784,530 49,011 2,020 2.9 5.1 1.7
12 1,327,510 487,021 438,298 838,187 789,935 48,252 2,301 2.7 4.5 1.8

2015. 1 1,317,573 476,954 432,208 838,297 789,398 48,899 2,321 3.0 5.5 1.7
2 1,324,833 485,936 438,468 836,602 787,422 49,179 2,294 3.2 5.6 1.8

p 3 1,319,415 483,821 431,041 831,512 782,142 49,369 4,079 3.0 5.3 1.7

月　末　残　高

年月末

前年同月比増減率

 

（備考）2015 年３月末は速報値 
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 科目別にみると、要求払預金は、全地区で増加し、四国（前期比 7.3％増）は７％超

の高い伸びを示し、東京（同 6.8％増）がそれに続いた。定期性預金は、東京（同 0.8％

減）、中国（同 0.7％減）を除く９地区で増加した。定期性預金の内訳をみると、定期

預金の減少した地区は東京（同 0.6％減）と中国（同 0.5％減）のみで、全国計で減少

している定期積金は、東京（同 4.0％減）、中国（同 3.6％減）など５地区で減少した。 

 

２．貸出金 ～ 証書貸付がけん引して伸びは 2.1％増に加速 

貸出金は、前期比 1 兆 3,748 億

円、2.1％増加し、65 兆 8,539 億

円となった。同 1.2％の増加に転

じた 2013 年度から、伸びは加速し

た。 

科目別にみると、貸出金の９割

弱を占める証書貸付が前期比

2.5％増の 58 兆 3,120 億円となっ

た。また、当座貸越は同 1.8％増

加の２兆 7,727 億円となった。一

方で、手形貸付は同 2.7％減の３

兆 8,796 億円、前年度に同 11.9％

減だった割引手形は、同 4.8％減

となった（図表５、６）。   

 

 

（図表４）地区別預金増減状況 

（単位：億円、％）

地　　区 預金計 要求払 定期性 預金計 要求払 定期性
うち普通 うち定期 うち定積 うち普通 うち定期 うち定積

北 海 道 68,537 27,275 24,312 41,261 39,033 2,228 1.4 3.4 4.4 0.2 0.0 2.1
東　　北 51,440 21,654 20,022 29,785 27,607 2,178 3.7 5.8 5.4 2.3 2.4 0.6
東　　京 234,901 86,641 77,609 147,808 137,531 10,277 1.8 6.8 6.9 △ 0.8 △ 0.6 △ 4.0
関　　東 247,342 100,303 92,465 146,935 138,831 8,104 2.9 5.2 5.4 1.5 1.6 0.0
北　　陸 36,664 10,987 9,812 25,674 23,678 1,996 1.8 4.6 4.5 0.6 0.6 1.2
東　　海 276,479 99,940 87,532 176,087 163,829 12,257 4.4 5.4 5.7 3.8 4.0 2.3
近　　畿 269,177 88,073 74,397 178,086 170,561 7,524 3.5 4.7 5.2 2.9 3.1 △ 1.9
中　　国 57,899 23,969 21,603 33,889 32,139 1,749 1.8 5.8 6.2 △ 0.7 △ 0.5 △ 3.6
四　　国 26,719 6,219 5,768 20,493 19,562 930 2.5 7.3 7.4 1.2 1.3 △ 2.2
九州北部 21,736 8,575 7,931 13,153 12,285 868 2.8 3.8 4.1 2.1 2.0 3.1
南 九 州 26,920 9,596 9,035 17,321 16,121 1,199 2.0 4.0 4.1 1.0 1.1 △ 0.3
合　　計 1,319,415 483,821 431,041 831,512 782,142 49,369 3.0 5.3 5.6 1.7 1.8 △ 0.5

２０１４　年　度　末　残　高 ２０１４　年　度　中　増　減　率

 
（備考）１．沖縄は合計に含む(以下同様)。 

    ２．速報値 

 

 

 

（図表５）貸出金科目別増減率の推移 
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預貸率は、年度中 0.4％ポイント低下し、49.9％となった。年度末の預貸率が低下し

たのは６期連続である（図表７）。 

 地区別に貸出金の増減率をみると、10 地区で増加し、なかでも近畿（前期比 2.9％増）、

東京、東海（ともに同 2.6％増）、南九州（同 2.0％増）が２％以上の伸びを示した。

一方、北陸（同 0.4％減）は、６期連続の減少となった。 

地区別に預貸率の動きをみると、北海道（45.0％）と東京（52.3％）で上昇、南九州

（55.7％）で横ばいとなったが、他の８地区は低下した。特に東北、北陸および九州北

部は１％ポイント以上の下げ幅となった。 

 

（図表６）貸出金増減状況 
（単位：億円、％）

年月末 貸出金計 貸出金計
割引手形 手形貸付 証書貸付 当座貸越 割引手形 手形貸付 証書貸付 当座貸越

2013. 3 636,876 10,612 40,848 558,683 26,731 △ 0.1 △ 7.5 △ 4.8 0.3 △ 0.8
2014. 3 644,791 9,344 39,876 568,343 27,227 1.2 △ 11.9 △ 2.3 1.7 1.8

4 639,726 8,876 37,302 568,100 25,446 1.7 0.1 △ 3.1 2.0 1.3
5 642,409 9,891 36,063 571,222 25,232 2.1 11.6 △ 3.1 2.4 0.5
6 642,032 8,844 36,127 571,469 25,591 1.6 △ 10.6 △ 3.6 2.1 2.6
7 642,908 8,736 36,412 572,058 25,700 1.9 △ 0.7 △ 3.6 2.3 1.7
8 644,686 9,576 36,682 572,816 25,610 1.8 △ 0.9 △ 3.7 2.2 2.5
9 649,748 8,834 38,092 574,800 28,021 2.0 △ 0.0 △ 3.5 2.4 2.2

10 646,682 8,744 37,521 574,253 26,162 1.9 0.4 △ 3.6 2.3 2.4
11 649,428 9,717 37,703 575,672 26,334 1.9 △ 0.2 △ 3.6 2.3 3.2
12 655,858 10,332 39,161 578,920 27,442 1.9 △ 1.3 △ 3.3 2.3 2.8

2015. 1 652,256 9,939 38,319 577,661 26,335 2.3 7.5 △ 3.0 2.6 2.2
2 652,728 9,725 38,217 578,422 26,363 2.4 7.5 △ 3.2 2.7 1.9

p 3 658,539 8,891 38,796 583,120 27,727 2.1 △ 4.8 △ 2.7 2.5 1.8

月　末　残　高 前　年　同　月　比　増　減　率

 
（備考）2015 年３月末は速報値 

 

 

（図表７）地区別貸出金増減状況 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（備考）１．2013 年度末預貸率を除き速報値 
    ２．預貸率＝貸出金／預金×100 

 

（単位：億円、％）

地　　区 貸出金計 貸出金計 2013 2014
割引手形 手形貸付 証書貸付 当座貸越 割引手形 手形貸付 証書貸付 当座貸越 年度末 年度末

北 海 道 30,846 317 3,215 25,497 1,817 1.7 △ 10.4 3.0 1.7 2.6 44.8 45.0
東　　北 22,403 197 1,751 19,251 1,203 1.2 △ 4.5 0.7 1.0 7.7 44.6 43.5
東　　京 122,870 1,956 4,091 115,379 1,442 2.6 △ 3.4 1.1 2.8 △ 2.9 51.8 52.3
関　　東 120,654 1,451 8,031 107,203 3,966 1.2 △ 5.3 △ 3.2 1.7 △ 1.5 49.6 48.7
北　　陸 16,374 219 1,343 13,907 904 △ 0.4 △ 7.0 △ 9.7 0.5 2.9 45.6 44.6
東　　海 137,852 1,645 9,397 116,406 10,402 2.6 △ 6.1 △ 6.8 3.4 4.2 50.7 49.8
近　　畿 139,121 2,260 6,135 126,426 4,297 2.9 △ 2.7 0.7 3.3 △ 1.8 51.9 51.6
中　　国 30,345 415 2,340 25,979 1,609 1.3 △ 9.3 △ 2.4 1.7 3.2 52.6 52.4
四　　国 10,058 107 813 8,414 722 0.1 0.6 △ 6.7 1.1 △ 2.8 38.5 37.6
九州北部 11,917 159 656 10,613 487 0.6 △ 8.7 △ 5.8 1.0 4.4 56.0 54.8
南 九 州 15,003 159 944 13,109 789 2.0 △ 4.7 △ 2.2 2.2 5.4 55.7 55.7
合　　計 658,539 8,891 38,796 583,120 27,727 2.1 △ 4.8 △ 2.7 2.5 1.8 50.3 49.9

２０１４　年　度　末　残　高 ２０１４　年　度　中　増　減　率 預　貸　率
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３．余資運用資産 ～ 預け金が増加をけん引 

 余資運用資産は、前期比２兆 7,281 億円、3.7％増加の 74 兆 5,550 億円となった（図

表８）。2011 年度末に年度末としてはじめて余資運用資産残高が貸出金残高を上回っ

て以来、この状況は４期連続となっており、差額も年々拡大している。預金の年度中増

加額（３兆 8,813 億円）と貸出金の増加額（１兆 3,748 億円）の差額（２兆 5,065 億円）

を上回る額の余資運用資産が増加したことになる。 

内訳をみると、預け金が前期比１兆 7,115 億円、5.7％増と、余資運用資産の年度中

増加額の６割強を占めた。それは、ほぼそのまま、信金中金預け金（同１兆 7,938 億円、

7.8％増）の増加分となった。一方、有価証券は同１兆 582 億円、2.6％増と、余資運用

資産残高の年度中増加額の残り４割弱を占めた。この結果、余資運用資産計に占める年

度末の構成比は、預け金が 42.2％（0.8％ポイント上昇）、有価証券が 55.1％（0.6％

ポイント低下）となった。 

（図表８）余資運用資産の増減状況 
（単位：億円、％）

余資運用資産計
現金 預け金

増減額 増減率 増減額 増減率 構成比 増減額 増減率 構成比
2013. 3 689,163 30,365 4.6 14,501 △ 687 △ 4.5 2.1 275,885 11,246 4.2 40.0
2014. 3 718,269 29,105 4.2 15,048 546 3.7 2.0 297,649 21,764 7.8 41.4

4 729,799 11,530 3.8 13,969 △ 1,078 0.3 1.9 313,870 16,220 6.6 43.0
5 724,808 6,539 3.6 13,478 △ 1,569 2.2 1.8 305,692 8,043 8.5 42.1
6 739,229 20,960 3.6 13,148 △ 1,899 △ 1.1 1.7 320,443 22,793 8.7 43.3
7 734,327 16,058 3.8 13,436 △ 1,611 △ 1.3 1.8 315,355 17,705 8.2 42.9
8 742,834 24,565 4.4 13,443 △ 1,604 △ 1.6 1.8 319,574 21,925 7.3 43.0
9 742,710 24,441 4.2 13,915 △ 1,132 △ 0.6 1.8 318,202 20,552 4.5 42.8
10 742,334 24,065 4.0 12,604 △ 2,443 △ 1.0 1.6 317,014 19,364 3.3 42.7
11 744,148 25,879 4.5 13,523 △ 1,524 △ 1.2 1.8 317,779 20,130 5.1 42.7
12 753,977 35,708 4.5 15,625 576 △ 0.5 2.0 325,143 27,493 6.5 43.1

2015. 1 747,227 28,958 4.6 13,851 △ 1,196 1.4 1.8 316,097 18,448 4.6 42.3
2 753,696 35,426 4.7 12,983 △ 2,064 2.0 1.7 319,758 22,108 3.7 42.4

p 3 745,550 27,281 3.7 14,626 △ 421 △ 2.8 1.9 314,764 17,115 5.7 42.2

その他 有価証券
信金中金
預け金 増減額 増減率 構成比 増減額 増減率 構成比

2013. 3 211,611 4,412 2.1 30.7 8,362 390,414 19,820 5.3 56.6
2014. 3 227,989 16,378 7.7 31.7 5,303 400,267 9,853 2.5 55.7

4 242,876 14,886 6.0 33.2 6,523 395,435 △ 4,831 2.8 54.1
5 242,194 14,204 8.6 33.4 7,749 397,887 △ 2,379 0.8 54.8
6 249,530 21,540 8.8 33.7 7,275 398,363 △ 1,904 0.6 53.8
7 250,452 22,462 9.6 34.1 7,504 398,032 △ 2,235 1.2 54.2
8 252,158 24,168 8.6 33.9 7,522 402,293 2,026 3.0 54.1
9 249,259 21,269 6.9 33.5 6,208 404,383 4,116 4.6 54.4
10 252,249 24,260 6.0 33.9 7,065 405,649 5,382 5.4 54.6
11 253,940 25,950 7.3 34.1 7,285 405,559 5,292 4.5 54.4
12 258,047 30,057 8.7 34.2 7,474 405,734 5,467 3.5 53.8

2015. 1 257,914 29,925 9.3 34.5 7,318 409,959 9,692 4.9 54.8
2 256,884 28,894 8.5 34.0 6,758 414,195 13,928 5.9 54.9

p 3 245,928 17,938 7.8 32.9 5,308 410,849 10,582 2.6 55.1

年月末

年月末

 

（備考）１．増減額は年度初来、増減率は前年同月比  
２．2015 年３月末は速報値 
３．「その他」は、買入手形、コールローン、買現先勘定、債券貸借取引支払保証金、買入金銭債権、金銭の信託、 

商品有価証券の合計 
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 有価証券の内訳をみると（図表９）、投資信託（前期比 7,374 億円、84.0％増）、地

方債（同 5,066 億円、6.3％増）、外国証券（同 2,995 億円、8.5％増）、社債（同 770

億円、0.4％増）が増加した。一方、国債（同 4,842 億円、4.7％減）、株式（同 808

億円、12.6％減）は減少した。 

（図表９）有価証券の増減状況 

（単位：億円、％）
有価証券計

国債 地方債

増減額 増減率 増減額 増減率 構成比 増減額 増減率 構成比
2013. 3 390,414 19,820 5.3 105,777 2,451 2.3 27.0 72,574 7,980 12.3 18.5
2014. 3 400,267 9,853 2.5 101,633 △ 4,143 △ 3.9 25.3 80,324 7,749 10.6 20.0

4 395,435 △ 4,831 2.8 99,019 △ 2,613 △ 5.3 25.0 79,778 △ 545 11.5 20.1
5 397,887 △ 2,379 0.8 98,954 △ 2,678 △ 11.3 24.8 80,001 △ 323 10.0 20.1
6 398,363 △ 1,904 0.6 98,505 △ 3,127 △ 11.3 24.7 80,587 263 9.0 20.2
7 398,032 △ 2,235 1.2 96,865 △ 4,767 △ 9.8 24.3 80,773 449 8.8 20.2
8 402,293 2,026 3.0 98,230 △ 3,402 △ 5.6 24.4 81,447 1,123 9.0 20.2
9 404,383 4,116 4.6 98,946 △ 2,687 △ 2.8 24.4 81,739 1,414 9.3 20.2
10 405,649 5,382 5.4 97,370 △ 4,262 △ 1.2 24.0 82,783 2,459 9.7 20.4
11 405,559 5,292 4.5 95,792 △ 5,841 △ 3.5 23.6 83,776 3,452 9.6 20.6
12 405,734 5,467 3.5 95,158 △ 6,474 △ 6.3 23.4 84,065 3,740 8.7 20.7

2015. 1 409,959 9,692 4.9 96,801 △ 4,831 △ 2.5 23.6 84,770 4,446 9.2 20.6
2 414,195 13,928 5.9 98,417 △ 3,216 0.2 23.7 85,755 5,430 9.5 20.7

p 3 410,849 10,582 2.6 96,790 △ 4,842 △ 4.7 23.5 85,390 5,066 6.3 20.7

社債 株式
公　社 金融債 その他

増減額 増減率 構成比 公団債 社　債 増減額 増減率 構成比
2013. 3 162,413 9,387 6.1 41.6 60,758 32,407 69,247 6,061 263 4.5 1.5
2014. 3 167,223 4,809 2.9 41.7 67,465 31,391 68,366 6,374 312 5.1 1.5

4 166,179 △ 1,043 3.5 42.0 67,192 31,300 67,686 5,440 △ 934 △ 0.4 1.3
5 167,404 180 3.1 42.0 68,486 31,214 67,703 5,424 △ 950 0.1 1.3
6 167,078 △ 144 2.8 41.9 68,707 31,014 67,356 5,348 △ 1,025 △ 3.6 1.3
7 167,170 △ 52 2.1 41.9 68,957 31,093 67,119 5,367 △ 1,007 0.3 1.3
8 168,375 1,151 2.8 41.8 69,854 31,160 67,360 5,383 △ 991 △ 0.2 1.3
9 168,954 1,731 3.9 41.7 70,302 31,111 67,541 5,338 △ 1,036 1.2 1.3
10 168,944 1,721 3.4 41.6 70,487 30,993 67,462 5,467 △ 906 3.2 1.3
11 169,470 2,247 2.9 41.7 71,238 31,022 67,210 5,234 △ 1,139 0.1 1.2
12 168,751 1,527 2.5 41.5 70,804 31,028 66,917 5,326 △ 1,047 1.9 1.3

2015. 1 168,520 1,297 2.4 41.1 71,216 30,935 66,368 5,514 △ 859 3.8 1.3
2 169,245 2,022 2.6 40.8 72,102 30,883 66,259 5,490 △ 884 1.6 1.3

p 3 167,993 770 0.4 40.8 71,699 30,669 65,622 5,565 △ 808 △ 12.6 1.3

投資信託 外国証券

増減額 増減率 構成比 増減額 増減率 構成比
2013. 3 6,701 953 16.5 1.7 35,679 △ 1,398 △ 3.7 9.1
2014. 3 8,770 2,068 30.8 2.1 34,853 △ 826 △ 2.3 8.7

4 9,078 308 55.0 2.2 34,718 △ 134 △ 1.0 8.7
5 9,670 899 64.8 2.4 35,203 349 △ 0.0 8.8
6 10,168 1,397 63.1 2.5 35,501 648 0.8 8.9
7 10,731 1,961 71.7 2.6 35,937 1,084 3.1 9.0
8 11,326 2,556 74.4 2.8 36,363 1,510 5.2 9.0
9 11,613 2,842 77.2 2.8 36,718 1,865 7.3 9.0
10 12,552 3,782 84.5 3.0 37,293 2,440 9.4 9.1
11 12,375 3,605 83.2 3.0 37,702 2,849 9.0 9.2
12 13,481 4,711 90.6 3.3 37,780 2,927 8.2 9.3

2015. 1 14,844 6,073 96.1 3.6 38,289 3,435 8.9 9.3
2 15,526 6,756 93.2 3.7 38,516 3,663 10.3 9.2

p 3 16,145 7,374 84.0 3.9 37,848 2,995 8.5 9.2

年月末

年月末

年月末

 

（備考）１．増減額は年度初来、増減率は前年同月比 
    ２．2015 年３月末は速報値  
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４．店舗数、常勤役職員数、会員数 ～ ともに減少継続 

 店舗数は、前期比 56 店舗減少して 7,395 店舗となった（図表 10）。1998 年度末の

8,673 店舗をピークに 16 期連続の減少となっている。 

常勤役職員数は、1,100 人、0.9％減の 11 万 1,425 人と４期連続の減少となった。 

会員数は、１万 1,449 減少して 927 万 1,249 となった。会員数が前期比で減少したの

は、最低出資額引上げの影響があった 1971 年度以来の 2012 年度から３期連続である。 

 

 地区別にみると（図表 11）、常勤役職員数は、11 地区の全てで前期比減少した。会

員数は、東海、四国、九州北部、南九州の４地区で増加したものの、残る７地区で減少

した。 

以 上 

（間下 聡） 

 

 

 

（図表 10）店舗数・常勤役職員数・会員数等の推移 
 
年度末 金庫数

増減数 増減率(%) 増減数 増減率(%) 増減数 増減率(%)
2010 271 7,584 △ 35 △ 0.4 115,960 327 0.2 9,318,325 1,209 0.0
2011 271 7,535 △ 49 △ 0.6 115,260 △ 700 △ 0.6 9,318,366 41 0.0
2012 270 7,504 △ 31 △ 0.4 113,800 △ 1,460 △ 1.2 9,305,143 △ 13,223 △ 0.1
2013 267 7,451 △ 53 △ 0.7 112,525 △ 1,275 △ 1.1 9,282,698 △ 22,445 △ 0.2

p 2014 267 7,395 △ 56 △ 0.7 111,425 △ 1,100 △ 0.9 9,271,249 △ 11,449 △ 0.1

店　　舗　　数 常 勤 役 職 員 数 会　　員　　数

 
（備考）１．増減数、増減率は年度中 

    ２．2014 年度末は速報値 

  

（図表 11）地区別店舗数・常勤役職員数・会員数等の増減状況 

 
地　区 金庫数

増減数 増減率(%) 増減数 増減率(%) 増減数 増減率(%)

北 海 道 23 508 △ 4 △ 0.7 4,965 △ 63 △ 1.2 469,600 △ 473 △ 0.1

東　　北 27 481 △ 7 △ 1.4 5,278 △ 77 △ 1.4 627,640 △ 1,179 △ 0.1

東　　京 23 930 △ 3 △ 0.3 18,820 △ 151 △ 0.7 1,516,203 △ 13,012 △ 0.8

関　　東 49 1,375 △ 6 △ 0.4 21,709 △ 148 △ 0.6 1,817,901 △ 1,177 △ 0.0

北　　陸 17 306 △ 10 △ 3.1 3,563 △ 115 △ 3.1 310,085 △ 1,457 △ 0.4

東　　海 39 1,370 0 0.0 22,076 △ 208 △ 0.9 1,634,840 8,434 0.5

近　　畿 29 1,194 △ 17 △ 1.4 20,562 △ 241 △ 1.1 1,478,416 △ 4,690 △ 0.3

中　　国 21 479 △ 7 △ 1.4 6,137 △ 56 △ 0.9 565,341 △ 451 △ 0.0

四　　国 10 206 △ 1 △ 0.4 2,160 △ 15 △ 0.6 217,176 693 0.3

九州北部 13 211 1 0.4 2,550 △ 5 △ 0.1 215,524 169 0.0

南 九 州 15 316 △ 2 △ 0.6 3,362 △ 32 △ 0.9 392,588 1,734 0.4

合　　計 267 7,395 △ 56 △ 0.7 111,425 △ 1,100 △ 0.9 9,271,249 △ 11,449 △ 0.1

店　　舗　　数 常 勤 役 職 員 数 会　　員　　数

 
（備考）１．増減数、増減率は年度中 

    ２．2015 年３月末時点の速報値 

  

 本レポートのうち、意見にわたる部分は、執筆者個人の見解です。また当研究所が信頼できると考える情報

源から得た各種データなどに基づいてこのレポートは作成されておりますが、その情報の正確性および完全性

について当研究所が保証するものではありません。 
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         都道府県別預金･貸出金増減状況（速報）       （参考） 

（備考）１．長崎県および沖縄県は合計に含める。 
    ２．2014 年度末は速報値 
    ３．増減額、増減率は 2014 年度中 
    ４．本店所在地ベース 

    ５．預貸率＝貸出金／預金×100 

 

 

（単位：百万円、％）

2014年度末 2013年度末 増減額 増減率 2014年度末 2013年度末 増減額 増減率

北 海 道 6,853,715 6,753,471 100,243 1.4 3,084,699 3,030,271 54,427 1.7
青 森 県 751,495 748,503 2,991 0.3 309,168 315,836 △ 6,668 △ 2.1
岩 手 県 793,343 778,448 14,894 1.9 355,970 360,025 △ 4,055 △ 1.1
宮 城 県 1,079,285 1,022,242 57,042 5.5 469,345 457,216 12,128 2.6
秋 田 県 262,515 259,546 2,968 1.1 130,202 132,314 △ 2,112 △ 1.5
山 形 県 474,164 465,962 8,201 1.7 247,298 242,455 4,842 1.9
福 島 県 1,783,284 1,682,812 100,471 5.9 728,364 703,918 24,445 3.4
茨 城 県 1,500,938 1,479,895 21,042 1.4 620,401 642,863 △ 22,462 △ 3.4
栃 木 県 1,138,049 1,123,578 14,470 1.2 497,557 487,614 9,942 2.0
群 馬 県 2,549,009 2,466,163 82,845 3.3 1,352,335 1,339,827 12,507 0.9
埼 玉 県 5,185,348 5,009,953 175,394 3.5 2,634,674 2,554,707 79,966 3.1
千 葉 県 2,319,149 2,254,411 64,737 2.8 1,119,717 1,112,830 6,886 0.6
東 京 都 23,490,114 23,068,915 421,198 1.8 12,287,053 11,969,110 317,942 2.6
神奈川県 7,265,409 7,012,093 253,315 3.6 3,707,821 3,648,541 59,279 1.6
新 潟 県 1,474,086 1,447,913 26,172 1.8 662,918 665,573 △ 2,655 △ 0.3
富 山 県 1,203,918 1,177,652 26,265 2.2 469,564 468,149 1,414 0.3
石 川 県 1,315,169 1,276,721 38,447 3.0 656,418 654,586 1,831 0.2
福 井 県 1,147,357 1,146,378 978 0.0 511,512 521,449 △ 9,937 △ 1.9
山 梨 県 804,573 787,280 17,292 2.1 346,478 354,968 △ 8,490 △ 2.3
長 野 県 2,497,738 2,434,479 63,258 2.5 1,123,524 1,111,264 12,259 1.1
岐 阜 県 4,515,187 4,386,436 128,750 2.9 2,394,867 2,379,090 15,776 0.6
静 岡 県 7,318,418 7,112,196 206,221 2.8 3,716,658 3,680,805 35,852 0.9
愛 知 県 14,496,177 13,663,394 832,782 6.0 7,108,949 6,807,695 301,253 4.4
三 重 県 1,318,122 1,302,161 15,960 1.2 564,795 564,105 689 0.1
滋 賀 県 847,952 825,308 22,643 2.7 382,490 364,068 18,421 5.0
京 都 府 7,397,352 7,304,193 93,158 1.2 4,264,266 4,153,887 110,378 2.6
大 阪 府 7,582,047 7,021,930 560,116 7.9 4,177,526 3,990,609 186,916 4.6
兵 庫 県 8,673,285 8,497,083 176,201 2.0 4,144,976 4,109,416 35,559 0.8
奈 良 県 1,303,606 1,244,615 58,990 4.7 552,076 505,125 46,950 9.2
和歌山県 1,113,489 1,105,925 7,563 0.6 390,847 390,095 751 0.1
鳥 取 県 434,538 431,220 3,317 0.7 249,412 245,840 3,571 1.4
島 根 県 348,681 344,661 4,019 1.1 203,504 205,664 △ 2,160 △ 1.0
岡 山 県 1,677,155 1,636,860 40,294 2.4 746,417 734,200 12,216 1.6
広 島 県 2,356,450 2,303,083 53,366 2.3 1,399,606 1,370,204 29,401 2.1
山 口 県 973,096 969,970 3,125 0.3 435,612 439,166 △ 3,554 △ 0.8
徳 島 県 287,980 283,579 4,400 1.5 129,402 132,494 △ 3,092 △ 2.3
香 川 県 664,103 650,015 14,087 2.1 308,809 308,615 193 0.0
愛 媛 県 896,632 876,728 19,903 2.2 435,490 426,458 9,031 2.1
高 知 県 823,281 794,435 28,845 3.6 132,145 136,896 △ 4,751 △ 3.4
福 岡 県 1,680,924 1,635,057 45,866 2.8 896,138 893,810 2,327 0.2
佐 賀 県 382,910 371,824 11,085 2.9 224,713 220,213 4,499 2.0
熊 本 県 702,631 687,470 15,160 2.2 379,012 378,746 265 0.0
大 分 県 608,436 595,559 12,876 2.1 284,901 279,987 4,913 1.7
宮 崎 県 487,605 474,872 12,732 2.6 238,717 232,066 6,650 2.8
鹿児島県 893,423 879,774 13,648 1.5 597,747 579,161 18,585 3.2
合　　計 131,941,595 128,060,227 3,881,367 3.0 65,853,991 64,479,182 1,374,808 2.1

預　　　　　　　金 貸　　　出　　　金
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15.4.下旬 産業企業情報＜27-1＞中小企業の連携への取組み（仮） 
15.4.下旬 産業企業情報＜27-2＞「まち・ひと・しごと創生」と中小企業（仮） 
15.5.1  内外金利・為替見通し（月刊）＜27-2＞ 

 
＜信金中央金庫 地域・中小企業研究所 お問い合わせ先＞ 

〒103-0028 東京都中央区八重洲１丁目３番７号 
TEL 03-5202-7671（ダイヤルイン）       FAX 03-3278-7048 
e-mail：s1000790@FaceToFace.ne.jp 
URL http://www.shinkin-central-bank.jp/（信金中央金庫） 

http://www.scbri.jp/（地域・中小企業研究所） 
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	全国信用金庫の2014年度末の預金残高（除く譲渡性預金）は、前期比３兆8,813億円増加して、131兆9,415億円となった。伸び率は、同3.0％増と、２期連続で前期を上回った。
	科目別にみると、要求払預金は、前期比5.3％増の48兆3,821億円となり、2013年度（同4.9％増）の伸びを上回った。また、定期性預金も、同1.7％増の83兆1,512億円となり、2013年度（同1.3％増）を上回る伸びとなった（図表２、３）。
	（図表３）預金増減状況
	地区別に預金計の増減率をみると、全11地区で増加した（図表４）。最も高い伸び率を示した地区は、前期に２番目であった東海（前期比4.4％増）で、前期に最高であった東北（同3.7％増）と順位が入れ替わった。
	（図表４）地区別預金増減状況
	科目別にみると、要求払預金は、全地区で増加し、四国（前期比7.3％増）は７％超の高い伸びを示し、東京（同6.8％増）がそれに続いた。定期性預金は、東京（同0.8％減）、中国（同0.7％減）を除く９地区で増加した。定期性預金の内訳をみると、定期預金の減少した地区は東京（同0.6％減）と中国（同0.5％減）のみで、全国計で減少している定期積金は、東京（同4.0％減）、中国（同3.6％減）など５地区で減少した。
	貸出金は、前期比1兆3,748億円、2.1％増加し、65兆8,539億円となった。同1.2％の増加に転じた2013年度から、伸びは加速した。
	科目別にみると、貸出金の９割弱を占める証書貸付が前期比2.5％増の58兆3,120億円となった。また、当座貸越は同1.8％増加の２兆7,727億円となった。一方で、手形貸付は同2.7％減の３兆8,796億円、前年度に同11.9％減だった割引手形は、同4.8％減となった（図表５、６）。
	預貸率は、年度中0.4％ポイント低下し、49.9％となった。年度末の預貸率が低下したのは６期連続である（図表７）。
	地区別に貸出金の増減率をみると、10地区で増加し、なかでも近畿（前期比2.9％増）、東京、東海（ともに同2.6％増）、南九州（同2.0％増）が２％以上の伸びを示した。一方、北陸（同0.4％減）は、６期連続の減少となった。
	（図表６）貸出金増減状況
	２．預貸率＝貸出金／預金×100
	地区別に預貸率の動きをみると、北海道（45.0％）と東京（52.3％）で上昇、南九州（55.7％）で横ばいとなったが、他の８地区は低下した。特に東北、北陸および九州北部は１％ポイント以上の下げ幅となった。
	余資運用資産は、前期比２兆7,281億円、3.7％増加の74兆5,550億円となった（図表８）。2011年度末に年度末としてはじめて余資運用資産残高が貸出金残高を上回って以来、この状況は４期連続となっており、差額も年々拡大している。預金の年度中増加額（３兆8,813億円）と貸出金の増加額（１兆3,748億円）の差額（２兆5,065億円）を上回る額の余資運用資産が増加したことになる。
	（図表８）余資運用資産の増減状況
	（備考）１．増減額は年度初来、増減率は前年同月比
	２．2015年３月末は速報値
	３．「その他」は、買入手形、コールローン、買現先勘定、債券貸借取引支払保証金、買入金銭債権、金銭の信託、 商品有価証券の合計
	内訳をみると、預け金が前期比１兆7,115億円、5.7％増と、余資運用資産の年度中増加額の６割強を占めた。それは、ほぼそのまま、信金中金預け金（同１兆7,938億円、7.8％増）の増加分となった。一方、有価証券は同１兆582億円、2.6％増と、余資運用資産残高の年度中増加額の残り４割弱を占めた。この結果、余資運用資産計に占める年度末の構成比は、預け金が42.2％（0.8％ポイント上昇）、有価証券が55.1％（0.6％ポイント低下）となった。
	（図表９）有価証券の増減状況
	（備考）１．増減額は年度初来、増減率は前年同月比
	２．2015年３月末は速報値
	有価証券の内訳をみると（図表９）、投資信託（前期比7,374億円、84.0％増）、地方債（同5,066億円、6.3％増）、外国証券（同2,995億円、8.5％増）、社債（同770億円、0.4％増）が増加した。一方、国債（同4,842億円、4.7％減）、株式（同808億円、12.6％減）は減少した。
	店舗数は、前期比56店舗減少して7,395店舗となった（図表10）。1998年度末の8,673店舗をピークに16期連続の減少となっている。
	常勤役職員数は、1,100人、0.9％減の11万1,425人と４期連続の減少となった。
	（図表10）店舗数・常勤役職員数・会員数等の推移
	（備考）１．増減数、増減率は年度中
	２．2014年度末は速報値
	会員数は、１万1,449減少して927万1,249となった。会員数が前期比で減少したのは、最低出資額引上げの影響があった1971年度以来の2012年度から３期連続である。
	（図表11）地区別店舗数・常勤役職員数・会員数等の増減状況
	（備考）１．増減数、増減率は年度中
	２．2015年３月末時点の速報値
	地区別にみると（図表11）、常勤役職員数は、11地区の全てで前期比減少した。会員数は、東海、四国、九州北部、南九州の４地区で増加したものの、残る７地区で減少した。
	都道府県別預金･貸出金増減状況（速報）　　　　　　　（参考）

